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論文内容の要旨 
研究背景 
本邦において、心疾患による死亡数はがんに次ぐ第 2 位であり、心不全が心疾患の中で最も多
くを占めている。心不全は、再入院や増悪と寛解を繰り返す中で徐々に症状が進行するだけでな
く、治療が奏功せずに突然終末期へ至るケースも少なくない。そのため、予後の予測が難しく、
セルフケアを中心とした再入院予防や適切な緩和ケアの実施が課題である。近年の心不全患者の
増加、死亡率・再入院率の高値を背景に、様々な疾病管理プログラムや介入試験が行われている
が、QOLの維持と心不全のセルフケアの両立に焦点を当てた看護支援プログラムの報告は少ない
現状がある。 
在宅医療者に焦点を当てた報告では、多くの訪問看護師が心不全患者の看護において、知識不
足や適切な指導に難渋していること、他職種や他施設との連携に困難を感じているが、それらの
解決に向けた学習機会や研修等の環境が十分に整っていない現状も指摘されている。さらに、訪
問看護師が持つ心不全管理上のニーズとして、心不全に関する研修機会の増加や具体的な指標や
目安、患者も使用しやすいツールやパンフレットの開発が明らかにされている。 
以上のことから、心不全患者に対する訪問看護の質向上、連携促進に向けて、訪問看護師が心
不全患者と関わる際に参考にできる内容や視点を示す必要があり、看護モデルの開発をすること
とした。 
研究目的 
 心不全患者が、長期に渡る在宅生活を維持するために、自らの生活に合わせた方法でセルフマ
ネジメントを獲得することを支える在宅心不全看護モデルの開発を行い、実現可能性試験の結果
を踏まえ、より多くの訪問看護師が活用できる看護モデルへ修正することを目的とする。 
 
研究１では、心不全患者のセルフマネジメントを支えるための在宅心不全看護モデルの開発を行
った。研究者の先行研究による心不全患者のセルフマネジメントの過程および心不全のセルフケ
アの中範囲理論を理論的根拠として、看護モデルの枠組みとなる構成要素を検討、さらに文献検
討および根拠に基づく指針等を根拠に、心不全患者のセルフマネジメント支援に必要な介入要素
やアウトカムを導いた。開発した看護モデルの目標は、「症状悪化予防行動と個々の生活スタイル
の調和」である。この目標を達成するために、セルフマネジメントの構成要素として導かれた【心
不全の経験と知識】、【セルフモニタリング・早期対応】、【症状悪化予防行動と個々の生活スタイ
ル】の４つの視点に基づき、アセスメントと看護実践を行っていくモデルとした。 
 
研究２では、訪問看護師と心不全患者による本看護モデルの使用を通して、より多くの訪問看護
師が活用できる看護モデルへ修正することを目的に、実現可能性試験を行った。訪問看護師 5 名
と訪問看護師が担当する心不全患者 5 名の計 10 名が研究対象者となった。訪問看護実践内容お
よび本看護モデルへの意見、心不全患者のセルフマネジメントの内容を、半構造化面接により収
集し、実用性と受容性の観点から質的帰納的内容分析の手法を用い分析した。結果から、本看護
モデルの枠組みやアセスメント内容、看護支援内容は、通常の訪問看護の中で十分に実現可能と
評価できた。循環器疾患患者への経験が少ない訪問看護師をはじめ、より多くの訪問看護師が活
用可能な内容へ修正した。 
 
結論 
本研究は、在宅で療養している心不全患者の個々の生活スタイルと症状悪化予防行動の調和を
目指した在宅心不全看護モデルを開発し、実現可能性の評価から循環器領域の経験の少ない訪問
看護師の看護支援の方向性を示す看護モデルへ修正することを目的とした。 
研究１は、看護モデルを開発することを目的とし、先行研究で明らかにし慢性心不全患者のセ
ルフマネジメントのプロセスと心不全のセルフケア理論を根拠に、セルフマネジメントのプロセ
スの 4 段階を導いた。各段階の介入内容は、先行研究結果および根拠に基づくガイドラインを参
考に検討した。このプロセスを適切に辿ることができるように支援することで、個々の生活スタ
イルと症状悪化予防行動との調和がもたらされ、結果として再入院することなく自宅での生活を
維持でき、QOLの向上にもつながる可能性があると考えられる。 
研究２では、心不全患者と心不全患者への訪問看護を担当している訪問看護師を研究対象に、
看護モデルを参考にした訪問看護実践内容、看護モデルに対する意見、心不全患者のセルフマネ
ジメントの内容から、本看護モデルの実現可能性を評価し、より多くの訪問看護師が活用できる
看護モデルへ修正することを目的とした。分析の結果、看護モデルの各要素の実用性は高く、心
不全患者のセルフモニタリングの継続に寄与する可能性が明らかとなった。分析結果および看護
モデルへの意見から、心不全患者の生活全般を見渡し、利用者の意向を最大限に尊重しながら、
心不全増悪へ傾かないように見守り、調整することで、生活の維持につなげていることが明らか
となった。結果を踏まえ、より多くの訪問看護師に、心不全患者への看護の方向性を示し、心不
全看護の質向上に資する内容へ修正した。 
今後は、研究対象者数を増やし、看護モデルの有用性や適用の拡大について検証していく必要
がある。 
 
